
言語グリッドの利用・開発を支援

Webブラウザから誰でも簡単に言語グリッドにアクセスし、様々な言語資

 

源・言語サービスを利用できるのが、言語グリッドプレイグラウンドです。

 

プレイグラウンドは様々な研究成果を形にしていく場でもあります。言語

 

資源をどう組み合わせて新しい言語サービスを提供できるのか、言語の

 

問題を抱えている現場に言語グリッドをどう適用していくのか、そういう挑

 

戦の実例も公開しています。

 

また、プレイグラウンドはソースコードを公開し、NPOや他の大学での言

 

語グリッド応用の研究開発を支援していきます。

様々な言語資源を利用できる形で提供

京都大学情報学研究科

 

社会情報学専攻
言語グリッドPlaygroundは、同専攻が運営するオペレーションセンターと連携し、京都大学の

 

石田・松原研究室の学生が中心となって開発しています。

 

連絡先：【playground@langrid.org】

BASIC
Webサービスとして提供されている言語資源を簡単

 

に選択・利用できるインタフェースを提供する。
•辞書、用例横断検索、多言語翻訳、絵文字検索 等

 

ADVANCED
さまざまな言語資源・言語サービスを組み合わせ、

 

新たな言語サービスをユーザに提供する。

 

加えて、研究室での研究成果も公開する。
•複合翻訳、共同翻訳・定型文書作成（提供予定）

京都大学情報学研究科社会情報学専攻

言語グリッドプレイグラウンド
-

 

ブラウザから言語グリッドに簡単アクセス

 

-

http://langrid.org/playground/

CUSTOMIZED
異文化コラボレーションを行っている団体と共同で、

 

その活動を支援するページを構築し、提供する

 

。
•川崎市総合教育センター

 

プリント作成システム、

 

富士見中学校多言語対話システム

 

等

絵文字検索 辞書横断検索 川崎市総合教育センター

 

用語集ビューア

言語グリッドの

 

利用

 

言語グリッドの

 

利用


